
 

 

 

 

精密機械の設計からビールの製
造・販売まで、多様な分野の製品

開発に取り組むことで、様々な技術や知⾒を習得し、眼
科医療機器等の医療分野においても活躍の幅を広げてい
る。海外を中⼼に展⽰会出展等で販路開拓を⾏い、OEM
（受託製造）のみならず、⾃社ブランドによる展開も進
める。 
  

       
 

㈱レクザムは、電気電⼦関連製品の OEM、⾃動⾞や
精密機械の部品供給等を中⼼に⼿掛けながら、⾃社ブラ
ンドのスキーブーツや地ビールの製造販売等、様々な事
業を展開しています。 

OEM が中⼼だった弊社が、⾃社での製品開発に取り
組むようになってから⼿掛けてきた分野に、眼科や眼鏡
店で検眼等に使われる眼科医療機器があります。 

これまで培ってきた製造技術を活かしながら、新たに医療分野の知識やノウハウを⼀から独学で勉強し、
設計・開発・製造を進めていきました。弊社は他社と⽐べて、部品数の少ない構造でメンテナンスしやす
く耐久性の⾼い製品を⽬指しています。また、検眼に必要な性能を担保しつつも、よりリーズナブルに提
供することも⼼掛けています。弊社の製品は特にヨーロッパを中⼼に新興国も含めた海外市場でご好評を
いただいています。 

 
 

㈱レクザムは、元々電気電⼦関連のなかでもエアコンやボイラーといった温度調整装置の電⼦制御を専
⾨としていました。OEM が事業の主体でしたが、やがて⾃社での製品開発にも取り組む⽅針になりました。
超⾳波を使った画像検査装置を OEM で製造していたこともあり、超⾳波を使った⾎圧計等の開発を新たに
⼿掛けていました。そのような中、ある企業が「検眼器を製造できる企業はないか」と地元商⼯会議所に
相談したところ、「レクザムなら何かやってくれるのではないか」と話を持ちかけられたことがきっかけと
なり、眼科医療機器の分野へ参⼊することになりました。 

当時の弊社には、コンピューターや電⼦制御に係る技術はあるものの、眼科医療機器で必要となる光学
技術や医学的な知識はありませんでした。「何を勉強したらよいか」の段階から⾃ら調べて学んでいき、１
年間で試作を実現し、２年⽬で販売可能な装置を完成させました。 

その後、ポータブルのオートレフケラトメーター（眼鏡の度数を決定するための眼の屈折⼒を測定する
機器）の開発に取り組みましたが、この開発には検眼器開発以上の苦労がありました。元々この製品は「⾚
ちゃんが検眼できるような装置を作る」という話だったので、“⼩型”かつ“ポータブル”なものが求められ
ましたが、既存装置の仕組みでは⼩型化が難しく、解決のためのノウハウもありませんでした。そのため
当時連携していた⼤学の先⽣の元へ何度も⾜を運び、開発に係る知⾒や情報をご提供いただきながら、試
作開発を重ね、４年間掛けて商品化しました。この製品開発の成果として、弊社は新たに⾼速画像処理技
術のノウハウを得ました。この技術は当時世界初のもので、現在の弊社の眼科医療機器の礎になっていま
す。 
検眼器の開発には、機器設計に係る技術だけではなく、⼈の眼や⽣体反応についての理解も必要だったた

め、弊社の専⾨外の分野を独学することに最初は⾮常に苦労しました。それでもこうして新たな分野での研
究開発を進めてこられたのは、社⾵として「必要とされるものは何でもやる」というスタイルがあり、⽐較
的社員がフリーに仕事をさせてもらえる環境があるからだと考えています。新規分野を開拓していくために

◆多様なフィールドでの開発実績とチャレンジングな社⾵により、新規分野を積極的に開拓 

あらゆる分野での製品開発で培った技術・経験を活かし、眼
科医療機器等、医療分野にも進出しています 

事業のポイント 

◆これまでの経験や製造技術を活かし、眼科医療機器の
開発に挑戦 
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